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国際的文化学園都市』をめざして
─平成13年度一般会計77億7千5百万円の予算を編成しました─

内
灘
町
の
平
成
十
三
年

度
当
初
予
算
が
、
第
一
回

内
灘
町
議
会
定
例
会
で
議

決
さ
れ
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及

び
水
道
事
業
会
計
を
合
わ

せ
た
予
算
規
模
は
、
一
五

六
億
三
四
五
二
万
八
千
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
て
五
・
九
％
減
の
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

「
豊
か
な
緑
と
健
康
に

充
ち
た
国
際
的
文
化
学
園

都
市
」
を
め
ざ
し
て
、
町

発
展
基
盤
の
整
備
を
進

め
、
真
に
豊
か
な
内
灘
町

を
築
く
た
め
、
多
方
面
に

渡
り
き
め
細
か
い
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2001.4.5.（2）

町
当
初
予
算

7,775,000千円�
（　）内は構成比�

歳　入�
7,775,000千円�

歳　出�

地方交付税�
2,500,000千円(32.2％) �
健全な行政が出来るよう�
国から交付されるお金�

町　　　税�
2,359,786千円(30.3％) �
町民税や固定資産税等、�
みなさんが納めているお金�

町　　　債�
778,000千円(10.0％) �
よりよい生活環境を確保するため施行される�
各種建設事業に当てるための町の借金�

そ  の  他�
968,115千円(12.5％) �
�

そ  の  他�
968,115千円(12.5％) �
�

土　木　費�
1,866,561千円(24.0％) �
道路や公園整備、除雪対策などに使うお金�

民　生　費�
1,538,713千円(19.8％) �

身体障害者・老人・児童福祉等福祉に使うお金�

教　育　費�
1,215,029千円(15.6％) �

小中学校や生涯学習、�
体育・文化振興などに使うお金�

総　務　費�
876,534千円(11.3％) �

交通安全施設の整備や�
選挙などに使うお金�

公　債　費�
854,780千円(11.0％) �

町債の返済に使うお金�

そ  の  他�
461,112千円(5.9％) 

（労働費、議会費等）�そ  の  他�
461,112千円(5.9％) 

�

�衛　生　費�
532,968千円(6.9％) �

保健事業及びごみ処理などの�
環境保全事業などに使うお金�

消　防　費�
237,264千円(3.0％) �
防火水槽、消火栓など防火施設の�

維持管理などに使うお金�

商　工　費�
192,039千円(2.5％) �

観光や商工振興などに使うお金�

国庫支出金�
297,921千円(3.8％) �
県支出金�
267,118千円(3.4％) �
国や県が経費の負担区分を定めて�
義務的に負担するお金�

地方消費税交付金�
206,700千円(2.7％) �
地方消費税を市町村の人口及び従業者数に�
応じて交付されるお金�

繰入金�
202,557千円(2.6％) �
事業推進のため積立金から取崩すお金�

分担金及び負担金�
194,803千円(2.5％) �
町が特定の事業を行う場合、�
利用者から徴収するお金�

利子割交付金、�
地方譲与税、諸収入等�( )利子割交付金、�
地方譲与税、諸収入等�

（労働費、議会費等）�

( )



『豊かな緑と健康に充ちた

(新) 町制40周年記念式典開催費 4,500千円

情報化推進事業 25,792千円

(新) テレトピア指定事業 4,455千円

(新) 住民基本台帳ネットワークシステム導入事業 6,000千円

(新) ごみ減量対策推進事業 801千円

緊急雇用創出対策事業 5,000千円

うるおい空間整備事業 10,000千円

内灘大橋建設事業 7,500千円

大根布地区景観整備事業 11,025千円

(新) 諸江向粟崎線流末排水路改良事業 30,000千円

(新) 都市緑化いしかわ事業 1,160千円

向粟崎湊大橋橋梁整備事業 138,983千円

向粟崎放水路線道路改良事業 16,000千円

蓮湖渚公園整備事業 163,140千円

国際友好都市児童生徒交流事業 2,587千円

向粟崎小学校大規模改造事業 136,300千円

(新)「心の教育」読書推進事業 1,500千円

情報通信技術講習推進事業（IT講習会開催費） 7,486千円

(新)（仮称）内灘砂丘文学学校費 2,438千円

アカシア・鶴ヶ丘浄水場浄水施設改良事業 92,500千円

公共下水道事業（西荒屋地区面整備等）887,436千円

平成13年度当初予算主要事業一覧 （新）は新規事業

一般会計性質別内訳 一般会計当初予算額の推移

その他�
446,276千円（5.7％）�

普通建設事業費�
1,069,760千円（13.8％）�

物件費�
1,378,321千円（17.7％）�

補助費等�
747,032千円（9.6％）�

繰出金�
1,056,798千円（13.6％）�

公債費�
854,730千円（11.0％）�

扶助費�
522,044千円（6.7％）�

人件費�
1,700,039千円（21.9％）�

普通建設事業費�
1,069,760千円（13.8％）�

物件費�
1,378,321千円（17.7％）

補助費等�
747,032千円（9.6％）�

歳出合計�
7,775,000千円�

繰出金�
1,056,798千円（13.6％）�

公債費�
854,730千円（11.0％）�

扶助費�
522,044千円（6.7％）�

人件費�
1,700,039千円（21.9％）�
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町
当
初
予
算

そ  の  他�
968,115千円(12.5％) �
�

そ  の  他�
461,112千円(5.9％) 
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2001.4.5.（4）

議
会
定
例
会

※
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

二
・
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
内
灘
町
心
身
障
害
者
医
療
助
成
金

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
老
人
保
健
法
の
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

○
内
灘
町
霊
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
管
理
料
の
金
額
を
条
例
の
中
に
明

記
し
、
そ
の
金
額
を
年
間
三
千
円

に
改
め
る
も
の

○
内
灘
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

う
所
要
の
改
正

○
事
務
の
相
互
委
託
に
つ
い
て
の
規

約
・
金
沢
市
、
松
任
市
、
川
北
町
、
美
川

町
、鶴
来
町
、野
々
市
町
、河
内
村
、

吉
野
谷
村
、
鳥
越
村
、
尾
口
村
、
白

峰
村
、
津
幡
町
、
高
松
町
、
七
塚

町
及
び
宇
ノ
気
町
と
証
明
書
の
交

付
等
に
係
る
事
務
を
相
互
に
委
託

す
る
規
約
を
制
定
す
る

・
北
部
第
三
汚
水
幹
線
建
設
工
事

（
そ
の
四
）

・
北
部
第
三
汚
水
幹
線
サ
ー
ビ
ス
管

工
事

・
大
根
布
一
〇
四
号
線

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

北
川
　
郁
夫
氏

（
七
十
歳
）

再
任

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

寺
岡
　
弘
平
氏

（
六
十
四
歳
）
新
任

第
一
回
内
灘
町
議
会
定
例
会

平
成
十
三
年

第
一
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
は
三
月
九
日
（
金
）
か
ら
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提

出

議

案

予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
補
正
予
算

補
正
額

二
四
四，

七
〇
一
千
円

補
正
後
総
額

八，

五
三
〇，

九
五
五
千
円

・
除
雪
業
務
委
託
料
、
道
路
橋
り
ょ

う
費
、
園
芸
被
害
緊
急
復
旧
対
策

事
業
費
補
助
金
等
の
補
正

・
国
庫
支
出
金
や
土
地
売
払
収
入
等

の
財
産
収
入
の
増
額
等
に
よ
る
補

正
○
平
成
十
二
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
△
三
九，

一
五
六
千
円

補
正
後
総
額

二，

一
〇
二，

三
九
九
千
円

・
受
益
者
負
担
金
の
増
額
及
び
水
洗

便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
金
の

減
額
及
び
事
業
の
確
定
に
よ
る
精

算
等

○
平
成
十
二
年
度
霊
園
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
　
△
五
九
五
千
円

補
正
後
総
額
二
四，

一
〇
五
千
円

・
施
設
使
用
料
等
の
増
減
額
等

○
平
成
十
二
年
度
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
内
灘
北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
繰
越
明
許
費

○
平
成
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
　
二
〇，

三
三
九
円

補
正
後
総
額

一，

四
六
九，

五
三
〇
千
円

・
医
療
給
付
費
現
年
度
分
、
療
養
給

付
費
負
担
金
、
出
産
育
児
一
時
金

の
増
減
等

○
平
成
十
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算

補
正
額
△
三
一
六，

五
六
八
千
円

補
正
後
総
額

一，

九
六
六，

一
五
六
千
円

・
医
療
費
交
付
金
の
減
額
等

○
平
成
十
二
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

補
正
額
　
　
三
一，

七
五
二
千
円

補
正
後
総
額六

五
七，

六
三
九
千
円

・
介
護
給
付
費
負
担
金
、
事
業
費
補

助
金
、
介
護
給
付
費
交
付
金（
国
・

県
支
出
金
）
の
増
額
等

・
居
宅
介
護
等
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

額
等

○
平
成
十
二
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

補
正
額
　
△
六
九，

八
一
二
千
円

補
正
後
総
額九

四
八，

一
六
一
千
円

条
例
の
一
部
改
正

請
負
契
約
の
締
結

内
灘
町
道
路
線
の
認
定

人

事

案

件



2001.4.5.（5）

消
防
だ
よ
り

平
成
十
二
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
式

が
、
三
月
八
日
（
木
）
東
京
都
の
ニ
ッ
シ

ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
前
内
灘
町
消
防

団
長
　
前ま

え

崎さ
き

和か
ず

夫お

氏
が
功
労
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

前
崎
氏
は
昭
和
三
十
七
年
に
内
灘
町
消

防
団
員
を
拝
命
し
、
以
来
私
事
を
省
み
ず
三
十
八
年
余
り
消
防
精
神

に
徹
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
抜
群
な
統
率
力
と
勇
猛
果
敢
な
実

行
力
を
発
揮
し
、
数
々
の
災
害
現
場
ま
た
防
火
思
想
の
普
及
活
動
に

尽
く
す
な
ど
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
県
内
の
消
防
団
員
か
ら
唯
一
の
受
章
者
と
な
り
、
平
成
八

年
に
受
章
し
た
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
に
次
ぐ
、
名
誉
あ
る

章
と
な
り
ま
し
た
。

前
消
防
団
長

前
崎

ま
え
さ
き

和か
ず

夫お

氏

消
防
庁
長
官
功
労
章

受
章

三
月
四
日
、
名
古
屋
市
で
自
分
で
消
火
器

を
廃
棄
し
よ
う
と
作
動
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
錆

び
て
い
た
低
部
が
破
裂
し
、
一
名
が
死
亡
し

た
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

長
い
間
、
屋
外
に
置
い
て
あ
っ
た
こ
と
も

原
因
の
一
つ
で
し
た
。
古
い
消
火
器
を
廃
棄

す
る
場
合
は
、充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
宅
の
消
火
器
は

大
丈
夫
？

消
火
器
の
廃
棄
処
分
に
つ
い
て

消
火
器
の
維
持
管
理
方
法

◎
鼻
血
に
つ
い
て�

　
鼻
の
穴
の
中
は
、
粘
膜
で
出
来
て
お
り
、
細
い
血
管
が
網
の
目
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鼻
血
の
大
部
分
は
、
こ
の
部
分
か
ら
で
、
ぶ
つ

か
っ
た
り
、
血
圧
が
高
く
な
っ
て
出
血
し
た
り
、
子
供
が
無
意
識
の
う

ち
に
ひ
っ
か
い
て
出
血
す
る
こ
と
が
、
案
外
多
い
も
の
で
す
。�

※
応
急
手
当�

・
指
で
鼻
の
上
を
数
分
間
、
強
め
に
つ
ま
む
。�

・
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
を
細
長
く
切
っ
て
鼻
の
中
に
入
れ
、
鼻

を
強
め
に
つ
ま
め
ば
、
な
お
止
ま
り
や
す
い
。�

・
紙
な
ど
は
後
で
取
り
除
く
の
に
苦
労
す
る
の
で
使
わ
な
い
。�

・
止
血
し
て
も
す
ぐ
に
は
、
鼻
は
か
ま
な
い
。�

・
も
し
、
応
急
手
当
で
止
ま
ら
な
い
時
は
、
様
々
な
原
因
が
考
え
ら
れ

る
の
で
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。�

四
月
五
日
よ
り
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
初
め
て
の
通
学
を

い
た
し
ま
す
。
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
日
頃
以
上
に

注
意
し
、
安
全
運
転
に
努
め
て
下
さ
い
。

★
ス
ロ
ー
ガ
ン
★

「
気
〜
つ
け
て
ね
」
愛
の
一
声
　
事
故
防
止

●
高
温
、
多
湿
の
と
こ
ろ
は
避
け
て
設
置

す
る
。

●
腐
食
、
変
形
等
が
あ
る

場
合
は
使
用
し
な
い
。

●
五
年
を
目
安
に
点
検
を

行
う
。

●
容
器
の
耐
用
年
数
は
お
お
む
ね
八
年
。

●
点
検
、
廃
棄
に
つ
い
て
は
販
売
店
等
に

問
い
合
わ
せ
る
。

※
そ
の
他
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

消
防
本
部
（
☎
２
８
６
―
３
３
０
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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図
書
館
情
報

春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の
中
で

う
と
う
と
し
な
が
ら
読
む
一
冊
・・・。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

異い

端た
ん

の
夏な

つ

藤ふ
じ

田た

宜
永

よ
し
な
が

春し
ゅ
ん
画が

椎し
い

名な

誠
ま
こ
と

恋
す
る
音
楽
小
説

阿あ

川が
わ

佐
和
子

さ

わ

こ

銀
行
大
統
合

だ
い
と
う
ご
う

高
杉

た
か
す
ぎ

良
り
ょ
う

以
下
、
無む

用よ
う

の
こ
と
な
が
ら

司
馬

し

ば

遼
太
郎

り
ょ
う
た
ろ
う

言
葉
は
静
か
に
踊
る

柳ゆ
う

美
里

み

り

天
国
へ
の
階
段
上
・
下

白
川

し
ら
か
わ

道
と
お
る

我
ら
団
塊

だ
ん
か
い

世
代
の
反
論

弘
兼

ひ
ろ
か
ね

憲け
ん

史し

伴
侶

は
ん
り
ょ

の
死

平
岩

ひ
ら
い
わ

弓ゆ
み

枝え

南
極
の
ペ
ン
ギ
ン

高
倉

た
か
く
ら

健け
ん

巨
人
、
大
鵬

た
い
ほ
う

、
卵
焼
き

大
鵬

た
い
ほ
う

幸こ
う

喜き

他

多

数

◇
今
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
」

待
ち
に
待
っ
た
春
。
あ
っ
た
か
な

春
。
外
に
出
て
、
土
に
さ
わ
り
ま
し

ょ
う
。
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
本
を
、

揃
え
ま
し
た
。

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書

の
所
蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図

書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

読
書
し
て
　
安
定
し
た
　
成
長
を

―
学
び
の
風
推
進
協
議
会
―

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

○
『
そ
し
て
粛
清

し
ゅ
く
せ
い

の
扉

と
び
ら

を
』

黒
武

く
ろ
た
け

洋よ
う

著

卒
業
式
の
前
日
に
、
女
教
師
が
血
の

戒
厳
令
を
し
い
た
。
人
質
の
生
徒
を
処

刑
し
始
め
た
の
だ
。
周
到
な
計
画
、
警

察
と
の
攻
防
。
テ
レ
ビ
生
中
継
の
中
、

彼
女
は
用
意
さ
れ
た
身
代
金
で
「
ゲ
ー

ム
」
を
す
る
・・・
。
第
一
回
ホ
ラ
ー
サ
ス

ペ
ン
ス
大
賞
受
賞
作
。

○
『
小
林
ハ
ル
盲
目
の
旅
人
』

本
間
　
章

し
ょ
う

子こ

著

未
だ
差
別
の
残
る
明
治
に
盲
目
と
し

て
生
ま
れ
た
小
林
ハ
ル
。
祖
母
や
祖
父

に
厳
し
く
躾
ら
れ
、
や
が
て
瞽
女

ご

ぜ

と
な

り
、
数
多
く
の
過
酷
な
運
命
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
も
唄
い
続
け
、
つ
い
に
は
人

間
国
宝
に
ま
で
な
っ
た
彼
女
の
人
生

記
。

○
『
新
宿
鮫

し
ん
じ
ゅ
く
ざ
め

風
化

ふ
う
か

水
脈

す
い
み
ゃ
く

』

大
沢

お
お
さ
わ

在
昌

あ
り
ま
さ

著

流
さ
れ
た
血
。
凍
り
つ
い
た
時
間
。

誰
ひ
と
り
、
刻
印
さ
れ
た
過
去
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
街
で
生

き
て
い
る
限
り
・・・
。
大
切
な
の
は
、
人

間
や
街
に
疲
れ
ず
に
い
る
こ
と
だ
・・・
。

人
気
刑
事
小
説
・
新
宿
鮫
シ
リ
ー
ズ
。

﹇
「
ま
ど
・
み
ち
お
全
詩
集
」  �

　
　
　
　
　
伊
藤
英
治
編  

理
論
社
刊
﹈�

�

私
が
好
き
な
こ
の
一
冊�

私
が
好
き
な
こ
の
一
冊�

瓦
　
量
子
さ
ん
（
大
清
台
）��

か
わ
ら�

と   

か
い�

そ
　  

の�

あ
や�

こ�

こ
う  

ふ
く� り

ょ
う�

こ�

　『
都
会
の
幸
福
』�

　
　
　
　
　
　
　 

曽
野
　
綾
子  

著�

　
自
分
が
都
会
と
地
方
の
生
活
を
経
験
し

て
み
て
感
じ
た
こ
と
が
、そ
の
ま
ま
如
実

に
書
か
れ
て
い
る
。都
会
を
語
る
上
で
最

高
の
名
言
、上
坂
冬
子
氏
い
わ
く
、「
東
京

の
地
価
が
高
い
の
は
当
然
だ
と
思
う
。な

ぜ
な
ら 

”魂
の
自
由
代
“
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
」。ま
た
、都
会
は
あ
ま
り
に
も
他

人
に
冷
淡
過
ぎ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、

他
人
の
生
活
に
深
く
立
ち
入
ら
な
い
と
い

う
の
は
都
会
の
最
も
愛
す
べ
き
慎
ま
し
さ

だ
と
言
っ
た
人
も
い
る
。私
は
、親
し
み
も

冒
し
冒
さ
れ
ず
と
い
う
生
活
が
、基
本
的

に
は
礼
儀
に
叶
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。�

　
都
会
と
地
方
で
は
大
切
さ
の
順
位
が
か

な
り
違
う
。つ
ま
り
、都
会
と
い
う
の
は
原

則
と
し
て
、物
よ
り
人
が
大
事
な
と
こ
ろ
、

地
方
に
は
人
よ
り
大
事
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。家
名
と

か
土
地
、墓
と
か
家
業
、そ
の
点
が
希
薄
な

東
京
の
生
活
は
身
が
軽
い
。地
方
で
は
家

の
飾
り
や
立
派
さ
で
格
を
重
ん
じ
る
習
慣

が
多
い
が
、都
会
で
は
ま
ず
家
の
中
を
快

適
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
発
想
が
珍

し
く
な
い
。�

　
等
々
、ほ
ん
の
部
分
的
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、地
方
礼
讃
者
の
方
も
是
非
読
ん
で

み
て
い
た
だ
き
た
い
。�
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

現
在
の
日
本
は
昔
と
比
べ
、
外
国

よ
り
ハ
イ
テ
ク
技
術
・
経
済
な
ど
が

発
達
し
ま
し
た
が
、
社
会
の
中
で
は

男
女
の
差
別
が
ま
だ
は
っ
き
り
残
っ

て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
妻
だ
け
が

料
理
を
作
る
、
家
事
を
す
る
、
洗
濯

を
す
る
と
言
う
こ
と
は
な
く
、
私
の

家
で
も
母
が
趣
味
に
行
っ
て
い
る
時

や
買
い
物
を
し
て
い
る
時
、
父
は
家

を
掃
除
し
た
り
、
夕
食
も
作
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
ぜ
ん
ぜ
ん
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
出
発

す
る
前
の
日
に
、
父
が
「
最
後
の
夕

食
は
何
を
作
っ
て
ほ
し
い
？
」
と
聞

き
、
私
の
好
き
な
食
べ
物
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
「
飛
行
機
の

料
理
は
体
に
よ
く
な
い
か
ら
朝
ご
飯

に
オ
ム
レ
ツ
を
作
ろ
う
。」
と
言
っ

て
父
は
朝
の
四
時
半
に
起
き
て
（
飛

行
機
に
間
に
合
う
た
め
に
）
オ
ム
レ

ツ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
父
や
夫
は
日
本
に
い
る
か
し

ら
？
今
私
の
父
は
も
う
退
職
し
て
い

ま
す
が
、仕
事
を
し
て
い
た
当
時
も
、

私
の
お
弁
当
を
作
っ
て
学
校
ま
で
送

っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

外
国
人
の
目
か
ら
み
る
と
、
日
本

の
社
会
、
職
場
、
家
庭
の
中
に
男
女

差
別
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
多
く
の
女
性
が
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
女
性
た
ち
は
働
き
な
が
ら

家
事
も
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
家

族
は
ど
う
で
す
か
。
も
し
、
妻
と
夫

が
働
い
て
い
る
な
ら
家
庭
で
の
役
割

も
半
分
に
分
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
な
ぜ
職
場
で
は
女

性
ば
か
り
が
お
皿
を
洗
っ
た
り
掃
除

を
し
た
り
す
る
の
で
す
か
？
男
性
達

は
自
分
の
お
皿
す
ら
洗
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
平
等
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
ま

で
職
場
で
女
性
だ
け
が
お
茶
を
入
れ

て
事
務
所
を
掃
除
す
る
な
ど
と
い
う

こ
と
が
続
く
の
で
し
ょ
う
か
？
職
場

で
は
仕
事
の
地
位
と
仕
事
の
忙
し
さ

に
は
関
係
な
く
お
客
さ
ん
の
た
め
に

女
性
だ
け
が
お
茶
を
入
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
男
性
も
お
客
さ
ん
や
女

性
の
た
め
に
お
茶
を
入
れ
て
く
れ
る

日
が
来
る
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
男
性

の
皆
さ
ん
は
も
う
少
し
職
場
や
家
で

お
皿
を
洗
っ
て
食
事
を
作
っ
て
掃
除

を
し
て
く
だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
。

私
の
母
「
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
キ
ャ
ロ
ル
」
が
内
灘
へ
遊
び
に
来

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
と
母
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
皆
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

■
日
　
　
時

・・・・・・・・・

平
成
13
年
４
月
27
日
（
金
）

■
日
　
　
時

・・・・・・・・・

午
後
６
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
講
　
　
師

・・・・・・・・・

マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
・
キ
ャ
ロ
ル

■
メ
ニ
ュ
ー

・・・・・・・・・

ミ
ー
ト
パ
イ
、
バ
ナ
ナ
カ
ス
タ
ー
ド

■
参
加
数

・・・・・・・・・

８
〜
10
人

■
場
　
　
所

・・・・・・・・・

清
湖
小
学
校
　
家
庭
室

■
参
加
費

・・・・・・・・・

一，

〇
〇
〇
円
（
材
料
代
）

■
持
っ
て
く
る
も
の
・・・

エ
プ
ロ
ン
と
ス
マ
イ
ル

■
申
し
込
み

・・・・・・・・・

生
涯
学
習
課
ま
で

�
２
８
６
―
６
７
１
６

■
日
　
　
時

・・・・・・・・・

締
切
日
　
４
月
20
日
（
金
）

Here is a fun English C
onversationforthebeginn

ing

of
A
ut

um
n.

Fun English �
　 Conversation�
　　  Just for Spring! 

Danica：The Cherry Blossoms are gorgeous!�
　ダニカ　　　ザ　　　 チェリー　　 ブロッサムズ　　     アー　 ゴージャス！�

　   　  桜は美しいですね。���
絵  美：Yes, would you like to go to a�
　　　　　イエス、　　ウッド　　ユー　  ライク  トウー  ゴー トウー ア�

　　　‘Hanami’party?�
　　　　　ハナミ　　           パーティ？　　�

　   　  そう、花見に行きませんか。���
Danica：What is Hanami?�
　　 　 ホワット　イズ　 ハナミ?�
　   　  花見は何ですか。���
絵  美：‘Hanami’is Cherry Blossom Viewing.�
　　 　 ハナミ　            イズ　チェリー　    ブロッサム　      ビューイング。�
　　　  We have a party，drinking and �
　　 　 ウィ　  ハブ　     ア　パーティ、     ドリンキング　   アンド�
　　　  eating under the Cherry Blossom Trees.�
　　　　　イーティング　アンダー　  ザ　    チェリー        ブロッサム　        ツリー。�

　   　  花見は桜の花を見ることです。私達は桜の�
　   　  下で飲んだり食べたりパーティをします。���
Danica：I can't wait!�
　　 　 アイ　キャント　ウェイト！�
　   　  楽しみよ。�

～ オーストラリア料理を作りましょう～�

内�町
国際交流

員

ナタリ
ー・マックスウ

ェルの ウィンドウ�

『 男女の関係 』�

▲バナナカスタード

▲ミートパイ



風
に
乗
り
、
風
と
遊
ぶ 

… 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ザ 

ウ
イ
ン
ド�
風
に
乗
り
、
風
と
遊
ぶ 

・・・ 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ザ 

ウ
イ
ン
ド�
風
に
乗
り
、
風
と
遊
ぶ 

・・・ 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ザ 

ウ
イ
ン
ド�
風
に
乗
り
、
風
と
遊
ぶ 

・・・ 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

ザ 

ウ
イ
ン
ド�

「
第
十
三
回
内
�
町
世
界
の
凧
の
祭
典
２
０
０
１
」
開
催�

「
第
十
三
回
内
灘
町
世
界
の
凧
の
祭
典
２
０
０
１
」
開
催�

世
界
の
凧
の
祭
典
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内
灘
町
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
も
な

り
ま
し
た
世
界
の
凧
の
祭
典
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!
�

／�53／�5 4
※
地
元
内
灘
町
で
は
、
公
民
館
・
学
校
・
子

ど
も
会
・
凧
の
会
等
で
凧
作
り
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
見
学
や
応

援
に
、
そ
し
て
凧
揚
げ
に
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。�

※
自
動
車
で
ご
来
場
の
方
は
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

　
バ
ス
運
行
時
間
等
は
チ
ラ
シ
等
で
詳

し
く
案
内
い
た
し
ま
す
。�

凧
揚
げ
大
会
参
加
者
募
集
！�

�

●
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は�

　
生
涯
学
習
課�

　
☎
２
８
６
―
６
７
１
６
ま
で�

●
申
込
締
切�

　
平
成
十
三
年
四
月
十
三
日（
金
）�

�

●
参
加
負
担
金�

　
一
万
五
千
円（
テ
ン
ト
一
張
）�

�

●
申
込
・
問
い
合
せ
先�

　
　
内
灘
町
商
工
会�

☎
２
８
６
―
４
２
０
０
ま
で�

（木）�（金）�

日
時�

平
成
十
三
年
五
月
三
・
四
日
�

会
場�
内
灘
海
水
浴
場
特
設
会
場
�

ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
競
技
大
会�

自
由
凧
揚
げ�

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン�

�

凧
揚
げ
大
会
（
雨
天
決
行
）�

�

　
　
●
　

第
十
回
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
海
チ
ャ
レ
ン
ジ�

　
　
●
　

第
十
三
回
日
本
海
凧
揚
げ
大
会�

　
　
●
　

第
二
十
三
日
本
の
凧
の
会
凧
揚
げ
大
会�

売
店
出
店
募
集
！�

第13回
内灘町世界の凧の祭典 2001
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4か月児健診
4月24日（火） 対象 12年12月生
5月29日（火） 対象 13年 1月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
4月10日（火）対象 9年12月生
5月15日（火）対象10年 1月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
4月17日（火） 対象 11年 9月生
5月22日（火） 対象 11年10月生

（時間）13：00～14：00

ひよこっこサークル
4月11日（水）

対象 5～6か月児
6月 6日（水）

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

ツベルクリン反応検査とBCG接種
4月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

4月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年12月生

（時間）13：00～14：00

｝
5月29日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

5月31日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 1月生｝

4月から健診の曜日が変わります。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

パ ン ダ ク ラ ブ

4月19日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、「いっぽん
ばしわたれ」など、み
なさんに親しまれる作
品を数多くつくってい
る五味太郎さんの作品
をとりあげます。絵本の読みきかせのほ
か「初めての絵本」の紹介もあります。
フリートークもありますので、絵本のこ
とだけでなく、育児のこと他いろいろお
話しください。お母さんだけでもOK。ど
なたでもお気軽においでください。

1～3歳児の遊びの教室

今月のテーマ

『五味太郎さんの絵本』

ちびっこルーム
5月 9日（水）対象 1才児前後　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について

すくすく赤ちゃん!!
0才児の親子あそびの教室

4月の

お休み
● ● ●

です。13年度は5月から始まります。
どなたでもお気軽にご参加ください。

・
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暮
ら
し
の
情
報

町
立
学
校
図
書
館
司
書
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼
学
校
図
書
館
司
書
２
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
在
住
で
年
齢
55
歳
ま
で
の

健
康
な
方
。
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
所
有

者
。

賃
金
▼
時
給
　
９
０
０
円

勤
務
時
間
▼
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
た
だ
し
、

学
校
休
業
日
を
除
く
。）
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

応
募
期
限
▼
４
月
20
日
（金）
ま
で

応
募
要
領
▼
学
校
教
育
課
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
等
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。有
資
格
者
及
び
経
験
者
を
優
遇
し
ま
す
。

面
接
試
験
▼
日
時
及
び
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先
▼
学
校
教
育
課

町
立
学
校
特
殊
学
級
補
助
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼
小
学
校
特
殊
学
級
補
助

員
１
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
在
住
で
年
齢
55
歳
ま
で
の

健
康
な
方
。

賃
金
▼
時
給
　
９
０
０
円

勤
務
時
間
▼
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
た
だ
し
、

学
校
休
業
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
児
童
帰
宅
時
ま
で

応
募
期
限
▼
４
月
20
日
（金）
ま
で

応
募
要
領
▼
学
校
教
育
課
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
等
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。有
資
格
者
及
び
経
験
者
を
優
遇
し
ま
す
。

面
接
試
験
▼
日
時
及
び
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先
▼
学
校
教
育
課

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

①
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

１
名

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
嘱
託
）

１
名

応
募
資
格
▼

①
は
年
齢
45
歳
ま
で
の
介
護
支
援
専
門
員
の

有
資
格
者

②
は
年
齢
45
歳
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資

格
２
級
以
上
の
方
（
内
灘
町
在
住
の
方
）

勤
務
条
件
▼
給
与
等
は
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
規
程
に
よ
る
（
年
齢
、
経
験
等
考
慮
）

採
用
予
定
日
▼
平
成
13
年
５
月
１
日
か
ら

応
募
期
限
▼
４
月
20
日
（金）

応
募
要
領
▼
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付

す
る
願
書
、
履
歴
書
に
健
康
診
断
書
並
び
に

資
格
証
書
の
写
し
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
選
考
▼
日
時
、
場
所
は
後
日
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
社
会
福
祉
法

人
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
灘
町
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

倶

楽

部

員

募

集

―
社
会
活
動
で
自
分
自
身
を

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

内
灘
町
中
学
生
・
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
で
は
、

倶
楽
部
員
を
募
集
し
ま

す
。
社
会
参
加
活
動
を
通

し
て
自
己
を
見
つ
め
、
社

会
に
お
け
る
自
己
の
位
置

と
役
割
、
思
い
や
り
や
連
帯
意
識
の
大
切
さ
を

自
覚
す
る
と
と
も
に
自
己
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
活
動
の
目
的
で
す
。

募
集
対
象
▼
中
学
生
・
高
校
生

定
員
▼
若
干
名

活
動
内
容
▼
参
加
者
の
話
し
合
い
で
！
（
グ
ル

ー
プ
や
個
人
で
活
動
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。）
※
温
泉
保
養
館
の
壁
新
聞
づ
く

り
・
募
金
活
動
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
町

イ
ベ
ン
ト
協
力
・
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
(財)公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで
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暮
ら
し
の
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遊
び
と
創
造
の
径

こ
み
ち

ア
カ
シ
ア
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
祭

テ
ー
マ”芸

術
・
花
・
そ
し
て
緑
の
小
径
“

さ
わ
や
か
な
５
月
の
風
に
う
す
紫
色
し
た
浜

大
根
の
花
の
小
径
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
誘
わ

れ
て
、
新
緑
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吹
き
込
ん
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

内
灘
町
文
化
協
会
で
は
林
帯
遊
歩
道
を
野
外

エ
リ
ア
に
、
野
点
、
茶
道
吟
、
俳
句
会
、
土
と

遊
ぶ
、
書
い
て
み
よ
う
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

謡
曲
、
囲
碁
、
将
棋
、
み
ん
な
で
た
た
こ
う
、

遊
ぼ
民
謡
と
、
い
け
ば
な
野
外
体
験
等
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民
手
作
り
の

文
化
祭
に
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
５
月
13
日
（日）
の
午
前
10
時
か
ら
３
時

ま
で
（
小
雨
決
行
）

場
　
所
▼
内
灘
町
林
帯
遊
歩
道
「
鉄
板
道
路
」

か
ら
「
う
ち
な
だ
の
里
」
と
秀
●
苑
、
ハ
マ

ナ
ス
恐
竜
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

弔
慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
永
住
者
と
し
て
永
住
し
て
い
る
方

な
ど
で
元
軍
人
軍
属
等
の
皆
さ
ま
へ

対
象
者
▼
昭
和
12
年
７
月
７
日
以
後
の
公
務
傷

病
に
よ
り

①
昭
和
16
年
12
月
８
日
以
降
死
亡
さ
れ
た
方

の
遺
族

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
方
の
遺
族

支
給
内
容
▼
右
記
の
①
又
は
③
に
該
当
す
る
方

は
弔
慰
金
２
６
０
万
円
。
右
記
の
②
に
該
当

す
る
方
は
見
舞
金
等
４
０
０
万
円

請
求
期
間
▼
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
16

年
３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口
▼
町
民
生
活
課

平
成
13
年
度
の

保
育
料
は
据
え
置
き
に
！

近
年
の
少
子
化
社
会
に
あ
っ
て
、
内
灘
町
で

は
子
育
て
支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
（
３
年
連
続
）
保
育
料
の
基
準
額

を
据
え
置
き
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
度
同
様
、
３

人
の
児
童
が
入
所
さ
れ
た
場
合
、
う
ち
１
人
の

保
育
料
を
無
料
と
し
、
保
護
者
へ
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

＊
保
護
者
の
共
働
き
等
に
よ
る
年
度
途
中
の
保

育
所
入
所
や
、
育
児
不
安
な
ど
の
子
育
て
に

関
す
る
相
談
は
、
町
内
保
育
所
・
保
育
園
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
一
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
５
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
４
月
17
日
（火）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
保
険
年
金
課

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
ご
協
力
を
！

―
や
さ
し
さ
と
勇
気
と
健
康
を

少
し
だ
け
分
け
て
く
だ
さ
い
―

白
血
病
・
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
病
気
に
対

す
る
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
骨
髄
移
植
。
そ
れ

に
は
骨
髄
提
供
希
望
者
（
ド
ナ
ー
）
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
が
、
近
年
ド
ナ
ー
登
録
の
伸
び
悩

み
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
・・・。

問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

（
金
沢
市
南
新
保
ル
75

県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
☎
２
３
７
―
５
５
３
３
）

金
沢
市
保
健
所

（
金
沢
市
駅
西
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
地

103
街
区
１
☎
２
３
４
―
５
１
０
２
）

郵
便
局
で
税
務
証
明
！

３
月
１
日
か
ら
、
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
交

付
請
求
書
、
専
用
封
筒
を
利
用
し
て
役
場
宛
て

郵
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
各
税
務
証
明

の
郵
送
に
よ
る
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
証
明
の
交
付
手
数
料
、
往
信
・

返
信
の
郵
送
料
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま

す
。）

取
り
扱
う
証
明
▼
所
得
証
明
、
町
・
県
民
税
課

税
証
明
、
町
・
県
民
税
納
税
証
明
。

証
明
の
受
け
取
り
が
で
き
る
方
▼
本
人
の
み

実
施
地
域
▼
北
陸
３
県
（
富
山
・
石
川
・
福
井
）

内
の
市
町
村
と
郵
便
局
（
北
陸
３
県
内
で
あ

れ
ば
、
他
市
町
村
内
の
郵
便
局
か
ら
の
請
求

も
可
能
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
先
▼
粟
崎
郵
便
局

☎
２
３
８
―
９
９
６
７
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暮
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平
成
13
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
は
左
表
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
▼

人
事
院
中
部
事
務
局
　
第
二
課
試
験
係
�
０
５
２
―
９
６
１
―
６
８
３
８

h
ttp
://w

w
w
.a
im
n
e
t.n
e
.jp
/jin
c
h
u
b
u
/

時
間
帯
▼
昼
13：

45
〜
15：

00

夜
19：

15
〜
20：

30

受
講
料
▼
す
べ
て
町
内
料
金
で
す
。（
町
外
の
方
は
別
料
金
に
な
り
ま
す
）

〈
注
〉
①
受
付
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

②
申
し
込
み
は
直
接
、
温
水
プ
ー
ル
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

水
泳
教
室
春
の
受
講
生
募
集
中
（
先
着
順
）

平
成
13
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
！
夏
に
な
る
前
に
身
体
を
健
康
的
に
引
き
締
め
よ
う
。

町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
春
の
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

12
4

28
6

〜�

11
4

27
6

〜�

9
4

25
6

〜�

9
4

25
6

〜�

13
4

29
6

〜�

11
4

13
6

〜�

17
4

26
6

〜�

13
4

22
6

〜�

�
初めてクロール�

教　　　室� 期　  間� 曜日�時間帯�

木�

水�

月�

月�

金�

水�

火�

金�

昼・夜�

昼・夜�

昼・夜�

昼・夜�

昼・夜�

昼・夜�

昼・夜�

夜�

受講料� 定 員�

6,180円�

6,750円�

6,180円�

6,180円�

6,180円�

5,620円�

5,060円�

5,620円�

15名�

15名�

10名�

10名�

15名�

20名�

15名�

15名�

背泳ぎ＆�
きっちりクロール�

�
平　泳　ぎ�

�
バタフライ�

�
マスターズ�

ウォーター�
エアロビクス�

ソフト�
エアロビクス�

ベーシック�
エアロビクス�

同
時
受
講
が

お
得
で
す
♪

１
人
で
教
室
を
２
つ
同
時
に
受
講
す
る
と
合
計
金
額
か
ら
５
０
０
円
割
引
致
し
ま
す

大学卒業程度�
試　　験　　名� 申込受付期間� １次試験日�

国家公務員採用Ⅰ種�

国家公務員採用Ⅱ種�

国税専門官�

労働基準監督官�

法務教官�

航空管制官�

�

�

4月  3日～5月10日�

�

�

7月26日～8月  9日�

6月10日（日）�

7月  1日（日）�

�

6月17日（日）�

�

9月23日（日）�

高校卒業程度�
試　　験　　名� 申込受付期間� １次試験日�

海上保安学校学生（特別）�

国家公務員採用Ⅲ種�

刑務官�

入国警備官�

皇宮護衛官�

航空保安大学校学生�

海上保安学校学生�

海上保安大学校学生�

気象大学校学生�

4月12日～4月20日�

6月20日～6月27日�

�

�

7月26日～8月  9日�

�

�

�
8月30日～9月11日�

5月27日（日）�

9月  2日（日）�

9月16日（日）�

�

9月23日（日）�
�

�

10月27日（土）�

10月28日（日）�

�
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※
受
講
料
は
無
料
、
教
材
費
等
は
自
己
負
担
で

す
。
な
お
、
納
め
ら
れ
ま
し
た
教
材
費
等
は

返
納
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

※
学
生
の
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

平
成
13
年
度

働
く
婦
人
の
家
主
催
講
座
受
講
生
募
集

期
　
　
間
▼
４
月
16
日
（月）
〜
26
日
（木）

（
日
曜
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所
▼
働
く
婦
人
の
家
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
込
み
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。）

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
で
の
申
込
み
可

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
生
年
月

日
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７
―
６
４
４
０

Ｅ
―
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ：

kouyoudai-ph@
town.uchinada.ishikawa.jp

受
講
者
の
決
定
▼
受
講
決
定
の
お
知
ら
せ
は
、

４
月
27
日
（金）
に
郵
便
に
て
発
送
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
初
め
て
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家

講
　
　
　
座
　
　
　
名�

開
　
催
　
日�

時
　
　
　
　
間�

定
員�

内
　
　
　
　
　
容�

講
　
　
師�

開
講
日�

ペ
ン
習
字
（
全
18
回
）�

第
２
・
４
金
曜
日�

家
事
を
し
な
が
ら�

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う�

表
谷
　
笙
園�

お
も
て
だ
に�

し
ょ
う
え
ん�

20
�

昼　の　部�夜　の　部�

／�5
11

（金）�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
全
11
回
）�

第
１
月
曜
日�

小
さ
な
ブ
ー
ケ
や
コ
サ
ー
ジ
ュ�

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か�

竹
内
み
よ
え�

20
�

／�5
14

（月）�

木
目
込
人
形
（
全
６
回
）�

毎
週
月
曜
日�

可
愛
い
お
人
形
を�

手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か�

橋
谷
外
代
美�

15
�

／�5
14

（月）�

絵
手
紙
（
全
３
回
）�
／�

�

あ
な
た
の
想
い
を�

絵
手
紙
に
・・・・・・�

宮
下
外
茂
子�

15
�

／�5
8

（火）�

着
付
け
　
前
期
（
全
17
回
）�

毎
週
木
曜
日�

着
物
の
基
礎
か
ら�

マ
ナ
ー
ま
で�

島
崎
　
美
子�

20
�

／�5
17

（木）�

楽
し
い
英
会
話
（
全
32
回
）�

毎
週
火
曜
日�

少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う
に�

な
り
ま
し
ょ
う�

酒
井
エ
メ
リ
ー
タ�

25
�

／�5
15

（火）�

絵
手
紙
（
全
３
回
）�

あ
な
た
の
想
い
を�

絵
手
紙
に
・・・・・・�

宮
下
外
茂
子�

15
�

／�5
8

（火）�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（
全
11
回
）�

第
２
金
曜
日�

午
前
10
時
〜
12
時�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

午
後
２
時
〜
４
時�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

午
前
10
時
〜
12
時�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分�

小
さ
な
ブ
ー
ケ
や
コ
サ
ー
ジ
ュ�

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か�

竹
内
み
よ
え�

20
�

／�5
18

（金）�

5
8

／�
�

6
12

／�
�

5
22

／�
�

5
8

／�
�

6
12

／�
�

5
22
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今
月
の
納
税
　
納
期
限

５
月
１
日
（火）

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
１
期

町
税
の
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。
〜
手
続
き
は
簡
単
で
す
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用

印
を
お
持
ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は

役
場
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸

銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金
庫
・

石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
税
務
課

固
定
資
産
台
帳
縦
覧
の
お
知
ら
せ

平
成
13
年
度
の
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
に
か
か
る
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
価

格
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
価
格
を
登
録
し
た
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

決
定
さ
れ
た
価
格
は
、
固
定
資
産
税
等
の
税

額
算
出
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
に

よ
っ
て
所
有
資
産
の
確
認
も
行
え
ま
す
。
決
定

さ
れ
た
価
格
等
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
て
か
ら
30
日
以
内
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
に
「
課
税
資
産
の
内
訳

書
」
を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

縦
覧
期
間
▼
平
成
13
年
４
月
２
日
（月）
か
ら
４
月

23
日
（月）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
▼
役
場
税
務
課
窓
口

持
参
す
る
も
の
▼
資
産
所
有
者
の
印
鑑
、
所
有

者
以
外
の
者
が
縦
覧
す
る
場
合
は
所
有
者
の

委
任
状
（
印
鑑
）
及
び
縦
覧
者
の
印
鑑

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通

安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所

の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼

内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼

４
月
20
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

内
灘
町
在
住
の
音
楽
家
と
内
灘
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
、
合
唱
部
に
よ
る
初
め
て
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
う
ら
ら
か
な
春
の

ひ
と
と
き
、
身
近
な
音
楽
家
が
奏
で
る
数
々
の

名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
▼
４
月
15
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

会
　
　
場
▼
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

出
演
者
▼
片
岡
の
り
子
、
山
崎
伸
代
、
野
沢

善
一
郎
、
野
沢
知
佐
子
、
女
声
コ
ー
ラ
ス

「
波
」、
内
灘
中
学
吹
奏
楽
部
よ
り
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
２
グ
ル
ー
プ
、
合
唱
部

主
　
　
催
▼
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会

共
　
　
催
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会
、
内
灘
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
、
内
灘
町
学
び
の
風
推
進
協
議

会
問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会

☎
２
８
６
―
６
７
１
６
（
生
涯
学
習
課
内
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

◎
対
象
と
な
る
方

・
身
障
手
帳
１
、
２
級
を
お
持
ち
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

・
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
（
実
質
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
含
む
）
で
車
を
所
有

し
て
い
な
い
方
。

◎
申
請
に
必
要
な
物

・
印
鑑

・
身
障
手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
手
帳
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
は
、
民
生

委
員
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
助
　
成
　
額

・
小
型
車
基
本
料
金
及
び
迎
え
料
金

（
年
間
各
24
枚
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課
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ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

出
　
せ
　
る
　
も
　
の�

出 

し 

方�

ポ
イ
ン
ト�

新
　
　
　
聞�

雑
　
　
　
誌�

チ
　
ラ
　
シ�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
含
む�

ダ
ン
ボ
ー
ル�
止
め
金
は
は
ず
す�

ア
ル
ミ
缶�

※
ス
チ
ー
ル
缶
は�

　
町
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ�

茶
色
・
緑
色
の
び
ん
の
み�

油
び
ん
は
除
く�

ビ
ー
ル
び
ん�

大
手
メ
ー
カ
ー
の
も
の�

一
升
び
ん�

※
新
聞
以
外
の
も
の
は�

　
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い�

ノ
ー
ト
、
包
装
紙
、�

カ
タ
ロ
グ
、
は
が
き
、�

封
筒
、�

ボ
ー
ル
紙
（
菓
子
箱
、�

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
等
を
含
む
）�

ひ
も
で
縛
っ
て�

�

出
す�

袋
に
入
れ
て
出
さ
な
い
で�

�

く
だ
さ
い�

���

軽
く
洗
っ
て�

�

出
す�

で
き
る
だ
け�

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い�

ふ
た
は
付
け
な
い
で�

く
だ
さ
い�

◎
平
成
13
年
４
月
よ
り
、
も
え
な
い
ご
み
の
収

集
曜
日
・
収
集
区
域
が
変
わ
り
ま
す
。

広
報
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
ま
た
は
平
成
13
年
度

家
庭
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◎
ス
プ
レ
ー
缶
も
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
よ
り
、
ス
プ
レ
ー
缶
も
資
源

物
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
必
ず
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、

穴
を
あ
け
て
町
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
保
育
所
・
園
で
の
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
の
収
集
に
つ
い
て

月
１
回
保
育
所
で
資
源
物
の
集
団
回
収
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
古
着
の
需
要
が
落
ち

込
ん
で
い
る
た
め
、
３
月
よ
り
古
着
等
の
回

収
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
古
着
等
は
指
定
袋
に
入
れ
て
も
え
る
ご

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

他
の
資
源
物
に
つ
い
て
も
、
出
し
方
に
変
更

点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
表
の
よ
う
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課
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●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●

Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●

●

会
社
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
が
、
転
職
を
希
望
し
て
退
職

し
ま
し
た
。
再
就
職
も
３
カ
月
後
に

内
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
の
空

白
期
間
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

再
就
職
ま
で
の
間
も
国
民
年
金
に

加
入
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
年
金
制
度
で
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
必
ず
何
ら
か
の

年
金
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
制
度

上
「
空
白
期
間
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し

ま
せ
ん
の
で
、
再
就
職
ま
で
の
間
、
た
と

え
３
カ
月
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

さ
っ
そ
く
、
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
年
金
手
帳
、
退
職
年

月
日
の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
に
な
り
、

国
民
年
金
加
入
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
が
い
る
場
合
、
あ
な
た
だ
け
で
な
く

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
保

険
料
は
、
再
就
職
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ＱＱＱＱＡＡＡＡ
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―
人
生
の
節
目
に
は
国
民
年
金
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く
―

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
に
は
、
結
婚
・
転
職
・
就
職
等

に
は
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
を

忘
れ
る
と
将
来
、
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の

よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
役
場
へ
国
民
年
金
の
届

出
（
種
別
変
更
届
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
退
職
し
た
と
き

60
歳
前
に
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◎
結
婚
し
た
と
き

結
婚
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

◎
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

離
婚
や
本
人
の
収
入
が
増
え
る
な
ど
で
、
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。
保
険
料
は
、
自
分
で
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
退
職
し
た
と
き

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
へ
の
加
入
手
続
は
事

業
主
が
行
い
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
（
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
）
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
、
給
料
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

※
特
に
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険

者
）
は
、
配
偶
者
の
転
職
等
の
度
に
届
出
が

必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
年
間
ま
た
は
一
定

の
期
間
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま

す
の
で
と
て
も
お
得
な
制
度
で
す
。

○
１
年
間
毎
月
納
め
る
と
・・・・・・

１
３，

３
０
０
円
×
12
カ
月
＝

１
５
９，

６
０
０
円

○
１
年
分
前
納
す
る
と
・・・・・・

１
５
６，

７
７
０
円

２，

８
３
０
円
の
割
引

１
年
前
納
は
４
月
27
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

詳
細
は
、
国
民
年
金
の
窓
口
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

４
月
は
移
動
時
期
！

国
民
年
金
の
届
出
を
・・・
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介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
十
三
年
度
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

六
十
五
歳
以
上
の
方
々
の
平
成
十
三
年
度
分

の
介
護
保
険
料
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

の
で
、納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書
に

よ
る
金
融
機
関
へ
の
納
付
）

平
成
十
二
年
度
中
に
六
十
五
歳
に
到
達

し
、
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
は
、
平
成
十
三
年
九
月
ま
で
は
年

金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

平
成
十
三
年
度
第
一
期
（
七
月
）
・
第
二

期
（
九
月
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
普

通
徴
収
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
中
に
六
十
五
歳
に
到
達

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
九

月
ま
で
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

現
在
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
四
月
・
六
月
・
八
月

の
年
金
支
給
時
に
は
平
成
十
三
年
二
月
に
天
引

き
さ
れ
た
金
額
と
同
額
が
仮
徴
収
さ
れ
ま
す
。

十
月
以
降
の
天
引
き
額
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
三
年
度
課
税
所
得
状
況
（
平
成
十
二
年
中
の

所
得
）
に
よ
り
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
の
額

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
平
成
十
二
年
度
、
平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
次
の
軽

減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
は
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

●
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
平
成
十
三
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
は
、
本
来
の
保
険
料
の
半
額
を

納
め
る
こ
と

平
成
十
三
年
十
月
か
ら
本
来
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
内
灘
町
の
基
準
額
は
、
月
額
２，

８
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◎
介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

保
険
年
金
課
介
護
保
険
室
　
☎
２
８
６
―
６
７
０
３
（
直
通
）

平
成
十
三
年
度
納
期

第1期 07/10～07/31

第2期 09/01～09/30

第3期 11/01～11/30

第4期 01/01～01/31

第5期 03/01～03/31

　
年
金
の
現
況
届
け
等
が
遅
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
介
護
保

険
料
の
天
引
き
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
出
は
速
や
か
に

お
願
い
し
ま
す
。�

第１段階�

軽減される方�

基準額�
×�
0.5

基準額�
×�
0.75�
�

�
基準額�

基準額�
×�
1.25

基準額�
×�
1.5

12,600円�
�
18,900円�

�
25,200円�

�
31,500円�

�
37,800円�

�

　4,200円�
�
6,300円� 8,400円�

�
10,500円�

�
12,600円�

�

16,800円�
�
25,200円�

�
33,600円�

�
42,000円�

�
50,400円�

基準額を�
支払う方�

割増の保険料を�
支払う方�

・生活保護�
　受給者�
・老齢福祉�
　年金受給�
　者（住民�
　税世帯非�
　課税）�

・世帯全員�
　が住民税�
　非課税�
�

・本人が住�
　民税非課�
　税�

・本人が住�
　民税課税�
　で合計所�
　得金額が�
　250万円�
　未満�
�

・本人が住�
　民税課税�
　で合計所�
　得金額が�
　250万円�
　以上�
�

第２段階�第３段階�第４段階�第５段階�

12
年
度�

�

13
年
度�

�

14
年
度�

�

（年額保険料）
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
大きめの食器棚（整理だな）、ビデオデッキ、
ラジカセ、電子レンジ、25インチカラーテレビ、
3人用長いソファー、カラオケセット、
大人用かご付き自転車、ミニコンポ、ピアノ、
健康器具、足ふみミシン、子供用食事いす、
ワンタッチチェア、ベビーベッド、
ベビーカー、チャイルドシート、
ピアニカや書道セットなど小学校で使用するもの、
内灘中学校男子制服上下（サイズ：160と175～180）、
内灘中学校男子体操服（サイズ：160と175～180）、
清湖小学校女児制服上下（サイズ：120～130）、
鶴ヶ丘小学校男女制服（サイズ：130～140）、
県営住宅用ふろがま、ガス給湯器

●譲ります（提供品）
子供用学習机3件（白色、濃い茶色等）、
テレビ台、シングルベッド（木製）、
チェストタンス、こたつ、
オルガン、ワープロ、
整理ダンス（8段）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者に提供者のお宅まで引き取りに行って
いただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

◇登録、問合せ先　町民生活課　☎286－6701

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（3月26日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

平
成
13
年
度

は
ま
な
す
大
学

学
級
生
募
集

対
　
象
▼
内
灘
町
民
で
60
歳
以
上
の
方

期
　
間
▼
平
成
13
年
５
月
〜
平
成
14
年
３
月

会
　
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館

学
級
会
費
▼
年
１，

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
▼
は
ま
な
す
大
学
事
務
局

（
内
灘
町
文
化
会
館
内
）

☎
２
８
６
―
１
１
２
３

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

大
根
布
地
区
に
運
行
し
て
お
り

ま
す
高
齢
者
送
迎
バ
ス
停
留
所
に

４
月
よ
り
大
根
布
１
丁
目
バ
ス
停

が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

橋
本

は
し
も
と

謙
介

け
ん
す
け

中な
か

居い

瑠
菜

る

な

新し
ん

出で

晴は
る

未み

中
森

な
か
も
り

直な
お

哉や

松
本

ま
つ
も
と

一か
ず

輝き

赤あ
か

尾お

明
慶

と
し
の
ぶ

角つ
の

田だ

地ち

大ひ
ろ

宮み
や

田た

大ひ
ろ

輝き

布ぬ
の

目め

王お
う

雅が

敦つ
る

賀が

優ゆ
う

稀き

本も
と

出で

達た
つ

基き

中
村

な
か
む
ら

拓た
く

海み

西に
し

野の

翔
し
ょ
う

伍ご

若
林

わ
か
ば
や
し

李
奈

り

な

山
本

や
ま
も
と

理
李
子

り

り

こ

神か
ん

田だ

将
し
ょ
う

希き

表お
も
て

駿
し
ゅ
ん

希き

物も
の

部べ

翔
し
ょ
う

太た

高
橋

た
か
は
し

知ち

春は
る

敏
浩
・
由
美
栄

西
荒
屋

淳
一
・
恵
美
子

大
清
台

拓
朗
・
智
恵
子

鶴
ヶ
丘
４

明
彦
・
智
恵
子

大
清
台

茂
樹
・
美
喜
子

向
粟
崎
５

浩
慶
・
京
子

緑
台
２

智
章
・
葉
月

緑
台
２

秀
一
・
幸
美

ハ
マ
ナ
ス
１

繁
範
・
直
子

鶴
ヶ
丘
４

裕
明
・
恵
美
子
ハ
マ
ナ
ス
２

正
博
・
美
和

大
根
布
５

一
士
・
和
美

旭
ヶ
丘

慶
雄
・
薫

大
清
台

健
・
七
恵

西
荒
屋

信
幸
・
や
す
子

千
鳥
台
２

浩
之
・
由
香

旭
ヶ
丘

健
・
和
美

ア
カ
シ
ア
１

真
吾
・
順
子

旭
ヶ
丘

淳
・
里
津
子

向
粟
崎
１

戸
籍
の
窓
3
月
12
日
ま
で
の

届
出
分

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

福ふ
く

井い

潔
き
よ
し

小
松
市

梅う
め

田だ

広ひ
ろ

子こ

ア
カ
シ
ア
２

羽は

山や
ま

智さ
と

之し

七
尾
市

山や
ま

口ぐ
ち

有あ

紀き

鶴
ヶ
丘
１

新し
ん

蔵ぞ
う

利と
し

信の
ぶ

大
根
布
６

高た
か

井い

め
ぐ
み

七
塚
町

堀ほ
り

口ぐ
ち

孝
た
か
し

大
根
布
１

藤ふ
じ

村む
ら

仁ひ
と

美み

金
沢
市

丹た
ん

保ぼ

啓け
い

二じ

旭
ヶ
丘

鮫さ
め

島し
ま

美み

香か

鶴
ヶ
丘
５

林は
や
し

信の
ぶ

行ゆ
き

大
根
布
６

本ほ
ん

江ご
う

真
利
子

ま

り

こ

富
山
県

三み

浦う
ら

隆た
か

史し

西
荒
屋

木き

沢ざ
わ

香か

織お
り

金
沢
市

横よ
こ

山や
ま

公ひ
ろ

人と

向
陽
台
２

宮み
や

本も
と

五さ

月つ
き

向
陽
台
２

小こ

西に
し

正ま
さ

人と

西
荒
屋

岡お
か

部べ

美み

穂ほ

西
荒
屋

（（（（（（（（（

畝う
ね

田だ

義よ
し

雄お

緑
台
１

82
才

荒あ
ら

木き

み
よ

旭
ヶ
丘

90
才

梅う
め

田だ

美
知
代

み

ち

よ

ア
カ
シ
ア
２

56
才

村む
ら

田た

外
志
子

と

し

こ

大
根
布
１

63
才

山
鍬

や
ま
く
わ

雄
清

ゆ
う
せ
い

向
粟
崎
１

54
才

麻あ
さ

地じ

昌
彦

ま
さ
ひ
こ

鶴
ヶ
丘
４

27
才

山
崎

や
ま
ざ
き

文ふ
み

子こ

緑
台
１

82
才

前
坂

ま
え
さ
か

美
惠
子

み

え

こ

ア
カ
シ
ア
１

65
才

別
所

べ
っ
し
ょ

彦
輔

ひ
こ
す
け

向
粟
崎
４

73
才

林は
や
し

由
美
子

ゆ

み

こ

ア
カ
シ
ア
１

50
才

岡お
か

田だ

喜き

作さ
く

ハ
マ
ナ
ス
２

43
才

橋は
し

野の

ト
シ
子

向
粟
崎
５

84
才

1,656
462
421
825
1,189
767
1,638
1,032
730
1,582
534
410
351
429
546
259
75

12,906
17

1,740
542
455
893
1,192
796
1,697
1,107
747
1,614
519
662
352
459
557
291
78

13,701
△ 12

3,396
1,004
876
1,718
2,381
1,563
3,335
2,139
1,477
3,196
1,053
1,072
703
888
1,103
550
153

26,607
5

1,095
353
311
608
738
518
1,105
718
529
1,033
494
605
252
254
312
153
47

9,125
13

内灘町字別人口世帯数 平成13年2月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

善
意
の
花�

善
意
の
花�

○
畠は

た

野の

安
廣

や
す
ひ
ろ

さ
ん
（
千

鳥
台
）よ
り
内
灘
町

に
内
灘
砂
丘
を
描
い

た
絵
画
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
内
灘
町
）

◆
人
事
異
動
で
他
の
課

に
移
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
二
年
目
こ
そ
は

こ
ん
な
企
画
を
・・・・・・と

温
め
て
い
た
案
も
ボ
ツ
。
残
念
で
す
が
、
広
報

担
当
に
な
っ
て
か
ら
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
実
り
多
き
貴
重
な
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◆
今
月
の
表
紙
を

飾
っ
て
く
れ
た
内
中
卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
喜
び

と
希
望
に
満
ち
た
よ
い
表
情
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
当
日
は
小
雪
の
ち
ら
つ
く
寒
い
日
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
旅
立
ち
に
花
を
添
え
た
く
て
背

景
に
桜
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。

ま
さ
か
自
分
も
旅
立
つ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

（
笑
）。
不
安
と
期
待
の
入

り
交
じ
っ
た
新
生
活
。
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！



　
内
灘
町
で
は
、内
灘
砂
丘

の
魅
力
を
広
く
町
民
の
皆

様
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め『
内

灘
愁
歌
』Ｃ
Ｄ
を
自
主
制
作

い
た
し
ま
し
た
。こ
の
歌
は
、

作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
が

森
進
一
さ
ん
の
記
念
ア
ル

バ
ム『
こ
こ
ろ
の
雫
』の
た

め
に
作
詞
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、今
回
新
た
に
尾

崎
紀
世
彦
さ
ん
の
歌
で
再

収
録
し
、カ
ラ
オ
ケ
付
き
で

制
作
い
た
し
ま
し
た
。�

　
こ
の『
内
灘
愁
歌
』Ｃ
Ｄ

を
一
世
帯
一
枚
に
限
り
、ご

希
望
の
世
帯
に
進
呈
い
た

し
ま
す
。四
月
二
十
七
日（
金
）

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
上
、

お
近
く
の
地
区
公
民
館
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
ハ
マ
ナ
ス
、大
学
一
丁
目
の

方
は
町
生
涯
学
習
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

「内灘愁歌」�「内灘愁歌」�

2001.4.5.（20）

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

4月18日（水） 4月19日（木） 4月20日（金）

問い合わせ先　町民部町民生活課　☎286－6701

※３月から古着等衣服の収集を中止しております。

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ゴミ収集カレンダー
1.もえるゴミ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないゴミと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないゴミ（埋立ゴミ） 資源物（リサイクルできるもの）

16

〃

〃

〃

18

〃

〃

11

18

11

〃

〃

〃

9

〃

〃

〃

〃

〃

18
19：00～20：00

〃

〃

18
19：30～20：30

17
19：00～20：00

17
20：00～21：00

17
19：00～20：00

17
18：00～19：00

25
6：30～7：30

24
19：00～20：00

〃

20
8：00～9：00

25
8：00～9：00

25
19：00～20：00

25
18：30～19：30

25
19：00～20：00

25
19：00～20：00

25
18：00～19：00

25
11：00～12：00

5月

11

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

4月 5月
20

19：00～20：00

〃

〃

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

19
18：00～19：00

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

〃

8
8：00～9：00

13
8：00～9：00

13
19：00～20：00

13
18：30～19：30

13
19：00～20：00

13
18：00～19：00

13
18：00～19：00

13
11：00～12：00

4月

お知らせ�
�もえる�
ご　み�

4月30日（月･振替休日）収集します。�
5月 3日（木･祝）　　　収集ありません。�

4～5月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

4/8
（日）

4/15
（日）

4/22
（日）

4/29
（日）

4/30
（月･祝）

5/3
（木･祝）

5/4
（金･祝）

5/5
（土･祝）

5/6
（日）

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

カセノ内科医院 七塚町木津ニ140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

舘小児科クリニック 内灘町大根布7-65 286-1231

保志場医院（産婦・内・小）高松町高松ノ90甲 281-0069

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外・内） 高松町高松ム68 281-0691

土島整形外科医院 内灘町旭ヶ丘148 238-4858

河北中央病院（内） 津幡町津幡ロ51-2 289-2117

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島産婦人科医院（産婦･内）津幡町清水ア25 289-2233

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

たにぐち眼科医院 内灘町大学2丁目197 286-6222

さかきばら内科医院 津幡町庄ト1-15番地 288-7770

さかわ整形外科医院 津幡町横浜へ35-3 289-2434

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の11 281-0500

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/


